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多治見市の概要

昭和１５年市制施行

人口 １１７,０２２人（平成２１.１０.１現在）

面積 ９１.２４平方キロメートル

日本最大の陶磁器生産地日本最大の陶磁器生産地
１０００年を超える歴史

食器類では５０％以上のシェア

多治見市

食器類では５０％以上のシ ア

昭和５０年代から名古屋のベッドタウンへ昭和５０年代から名古屋のベッドタウンへ
盆地形状の地形 底部に旧市街地 丘陵地に新住宅団地



グリーンライフ２１(ＧＬ２１)
リサイクルリサイクル

（再生原料使用）（再生原料使用）陶磁器のリサイクル

( )

枯渇性資源の有
効利用

美濃のRe-食器

壊れたり、不用になった食器
や産地内で発生した不良品を

埋立ての廃止

回収し、これを粉砕して原料と
して20％以上まぜて再度焼成

卸売
建材

廃

リデュースリデュース
（埋め立て地の延命）（埋め立て地の延命）

GL21

グ

製陶業

卸売
業建材

大学

研究機関

循環･再生システムの構築

グリーンライフ２１

廃棄物

製土業

行政
観光協会

大学
NPO

循環に関わる一連の企業参加

粉砕業
調査機関

観光協会

１９９７年６月設立 （2006年4月法人化）



廃⾷器の量廃⾷器の量

地域の最終処分場

食器のリサイクルは、

ひっ迫する埋立地の延命化に貢献しますひっ迫する埋立地の延命化に貢献します。

そして、暮らしに身近な“お茶わん”のリサイクルは、

地域 イ を培 ます地域のエコライフを培っています。



食器再生の流れ
１．粉 砕

６ 回 収６．回 収

２．坏土作製

器から器へ

５．生活使用 ３．成形・焼成

４．製品・流通



回収の対象となる食器

陶磁器製の食器のみ
陶磁器製食器に限定して回収することで 安全性が高まるとと陶磁器製食器に限定して回収することで、安全性が高まるとと
もに、分別コストが低減される。



使用済み食器の主な回収箇所使用済み食器の主な回収箇所

多治見市（Ｈ２２度～予定）
飲食チェーン店
（札幌市･他）

使用済み食器の主な回収箇所使用済み食器の主な回収箇所

多治見市（Ｈ２２度 予定）
市観光振興施設など（多治見市）
企業団体及び市民団体（土岐市）
学校給食（瑞浪市）
NPO法人（恵那市） 須坂市

（札幌市 他）

所沢市

学校給食など（野田市 他）

学校給食（新潟市）

消費者団体
（波田町）

NPO法人（恵那市）

垂井町
学校給食（岐阜市）

須坂市
及び女性団体

グリーンライフ21プロジェクト

多摩 タウン環境組合

牛久市

学校給食など（野田市･他）

学校給食（岐阜市）

生駒市

市民団体（京都市）

多摩ニュータウン環境組合
リサイクルセンター
（八王子市、町田市、多摩市）

NPO法人（多摩市）
市民団体（武蔵野市）生駒市

市民団体（奈良市）
市民団体（高田市）
市民団体など（香芝市）

市民団体（武蔵野市）
消費者団体（西東京市）
消費者団体（小金井市）
市民団体（東京都練馬区）
会員制宅配企業 百貨店（東京都）

NPO法人

市民団体及び
学校給食など
（津山市･他）

（瀬戸市）

会員制宅配企業、百貨店（東京都）
NPO法人（東京都新宿区）
学校給食など（東京都内）
NPO法人など（横浜市･他）
市民グループ（都内・他）NPO法人

（名古屋市及び津島市）
学校給食（豊田市）

市民グル プ（都内 他）

＊太字は行政回収を示す。

学校給食
（東かがわ市）



食器リサイクルの流れの一例

市町村の埋立て費用削減市町村の埋立て費用削減市町村の埋立て費用削減市町村の埋立て費用削減
（市町村により異なる）（市町村により異なる）

原材料費低減原材料費低減

（資源化委託費用（資源化委託費用
により異なる）により異なる）り異なる）り異なる）

所沢市・垂井町・生駒市等は、既に行政回収を実施中



多治見市民の陶磁器リサイクルに対する意識

■多治見市において廃食器リサイクルの市民意識調査（アンケート）を行ないました。

廃陶磁器のリサイクルは適しているか？（得票数：597）
□調査時期

6%
4%

□調査時期
平成18年10月

□調査場所
岐阜県多治見市

□調査対象者
適している

適していない

無回答

市内2000世帯

廃食器のリサ
イクルは適して
いると答えた方

90%

もし廃陶磁器の回収があるなら 協力しますか？

いると答えた方
が大半でした。

もし廃陶磁器の回収があるなら、協力しますか？

30%
18%

4%

自己負担が少しあって

5%

もする

市の負担ならする

しない７３％の方が回
収に協力すると

43%

分からない

無回答

いう回答でした。



多治見市の今後の取組み

平成22年度中に陶磁器の回収を開始予定

多治見市だけで、20～30トン回収の見込み

《参考》

平成18年度モデル事業の実績

約2,350世帯の地域で、２回回収 … 1,750kg

環境負荷の低減へ

平成20年度の資源化率 約33％

平成22年度の資源化率（目標） 55～60％平成 年度の資源化率（目標）

年間数百トンの埋立量の削減（平成20年度実績）


